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私たちのゴール

最終ゴール

1

文化芸術をきっかけに、誰一人取

り残さない社会をつくる。他の団

体や他者と積極的につながり、つ

なげる役割「＝市民コーディネー

ター」を担う

市民コーディネーターとして必

要なスキルや関係性の築き方を

学び、文化芸術×他分野の取組

みを知ることで他者や他団体と

つながるアイディアを考える

今年度のゴール

市民コーディネーター

のイメージをつかむ
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令和7年7月13日（日）14:00 16:30（13:50開場)

One Art Projectツアー（任意参加：同日11:00 12:00 福祉文化会館）

日時1.

おにクル7階　会議室1

場所2.

申込者計19名　

参加者15名　欠席4名

参加者3.

講師：藤野一夫教授（神戸大学名誉教授）

企画運営：茨木市、SPS

オブザーバー1名：茨木市文化振興財団 　

運営4.

実施概要



スケジュール

4



茨木市福祉文化会館にて、ICAW（IBARAKI CONTEMPORARY ART WEEKS）

の展示会を開催しており、興味関心がある方を対象にツアーを実施。

ICAWの取りまとめ、茨木市内数多くのアートプロジェクトに携わるOne Art

Project 稲垣様に地下2階から5階まで案内してもらい、各階の展示概要と特徴

をご紹介いただいた。

概要1.

8名

藤野一夫教授

茨木市様：松本様、能勢様、秋本様

SPS：山下、筑後、大泉、榛葉

任意参加者2.

7月13日（日）11時 12時

日時3.

記録画像4.

5

任意参加ツアー
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・運営関係者の自己紹介

・目指すべきゴール、今年度のゴール、今日のゴールの共有

内容2.

茨木市文化振興課　能勢様

発表者1.

・運営関係者の自己紹介

・茨木市文化振興ビジョン2期の説明

・昨年の活動内容

内容2.

SPS　筑後

発表者1.

イントロダクション（SPS）

趣旨説明（茨木市様）

（当日の様子と資料一部）

（当日の様子と資料一部）



藤野一夫教授（神戸大学名誉教授）

講師1.

「文化的コモンズ」とは何か？事例を踏まえて考える

タイトル2.

・「文化的コモンズ」の成り立ち

・公共文化施設を中心とした取り巻く環境の変化

・大阪府八尾市「やおうえるかむコモンズ」の事例紹介

・長野県上田市「犀の角（さいのつの）」の事例紹介

・「コーディネーター」の存在意義、特徴

講義内容　3.

7

講義パート（藤野教授）

（当日の様子）
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ディスカッションパート

前半の講義パートを聴いて

茨木市でどんな”文化的コモンズ”をつくりたいですか？

どんな活動をやってみたいですか？

テーマ1.

【Aグループ】

・心が元気になる活動、健康寿命をのばす活動を行いたい。

・参加して楽しいで終わるものではなく、その先の「何か」につなげる必要

があり、それを実践している。

【Bグループ】

・一方通行ではなく、相互的なやり取りをしたい。

・反応がその場でわかる対面での活動を行いたいが、子育て等で対面参加が

できない状況という人もいると思うので、オンラインでの実施もあると良い

・現在行っている活動をどう次の世代につなげるか。

・各活動が閉じないようお互いの課題を話し合い解決策を考えていきたい。

【Cグループ】

・文化は世代でつないでいくものなので、若い人につないでいきたい。

・イベントをやるだけでは実現できないが、どうすべきかなかなか難しい。

・ハレの日だけではなく、日常の街に根付かせていくことが大切。

・限界芸術（アートと呼べるかどうかの領域）に興味がある。

・アートとは、敷居高くなく、身近なもの、私を表現するもの、助かりあう

ための手立てとなるような存在。

【Dグループ】

・転勤や転校もあるので、茨木市内の人だけではなく、茨木市以外の人も広

く参加できるような活動にしたい。

・自転車を利用する人が多く、安全面での啓もう活動がしたい。

各グループの意見2.



今後の活動イメージとして、ご自身の目指す姿を言語化した。

どんな市民コーディネーターになりたいですか？.

9

振り返りパート



文化芸術活動に対して、以前より「関わりたい」と思う気持ちが

高まりましたか？2.

アンケート（14名）

地域社会に貢献したいという気持ちは高まりましたか？3.

非常に思う

64%

まあまあ思う

36%

非常に思う

64%

まあまあ思う

36%

・チラシ〔3名〕

・前回参加したSlackでのお知らせ〔3名〕

・茨木市ホームページ〔1名〕

・市広報誌〔1名〕

・SNS（X）〔1名〕

・昨年参加者からの紹介〔1名〕

・その他〔4名〕

今回なにをみて応募しましたか？（自由回答）1.

10

非常に思う…9名

まあまあ思う…5名

非常に思う…9名

まあまあ思う…5名

少し思う…0名

特に変わらない…0名

少し思う…0名

特に変わらない…0名
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アンケート（14名）

今回の活動を通して、新しい出会いやつながりを感じましたか？4.

新しいことへの好奇心や、アイディアを得ることができましたか？5.

この活動について、家族や友人など周りの人に紹介したいと思いますか？6.

非常に思う

36%

まあまあ思う

36%

少し思う

28%

まあまあ思う

50%

非常に思う

36%

少し思う

7%

まあまあ思う

43%

非常に思う

36%

少し思う

14%

非常に思う…5名

まあまあ思う…5名

少し思う…4名

特に変わらない

       7％

非常に思う…5名

まあまあ思う…7名

少し思う…1名

特に変わらない…1名

非常に思う…5名

まあまあ思う…6名

少し思う…2名

特に変わらない…1名

特に変わらない

       7％

特に変わらない…0名



アンケート（14名）

文化芸術以外で、興味のある分野を選択してください。7.

分野 回答 第1希望 第2希望

教育 11名 6名 5名

異文化 8名 4名 4名

福祉 4名 2名 2名

環境 4名 2名 2名

防災 1名 0名 1名

12

今回の活動全体について、印象に残ったキーワード、感じたこと・

運営に関するご要望などがあれば自由にご記入ください。8.

・他の自治体での連携についてのお話がとても興味深かったです。

・分散型文化的コモンズ　八尾市の取り組みや長野県の取り組みが面白かっ

た為、自分でも調べてみようと思いました。

・文化的コモンズに関してもっと勉強して知識を増やしておくべきだと感じ

た。

・講師の先生のお話しの中の上田市の取り組みに関心があります。上田市の

人と交流が持てたらと思います。

・アートを通しておにクルに多様な背景の人たちの関係人口を接続出来たら

いいな。やおうえるかむコモンズや、大阪市の福祉関係者がお手本。

（一部抜粋）




